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１． 概要 
Interstage環境におけるVantage Analyzer機能検証結果について、Vantage Analyzerパフォーマンスコ

ンソールおよびレポートの動作検証を行ない、InterstageとVantage Analyzerの組み合せ動作において問

題がないことを確認します。 
また、パフォーマンスコンソールおよびレポートの各項目について説明をします。 
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２． パフォーマンスコンソール 
２－１．Transaction Explorer 
「Transaction Explorer」では、実行されたトランザクションとトランザクション中に使用されたメソッ

ド・SQLをツリー構造で表示し、各メソッド・SQLのパフォーマンス情報を参照します。 
各アイコンは以下を表します。 

 JSP  Servlet  SesseionEJB  EntityEJB 

 Socket  SQLClass/Query  Message Driven EJB  WebMethod 

各行は、以下の通りです。 
a. アプリケーション総実行時間に対する当該トランザクション、メソッド、SQLの実行時間比率 
b. アプリケーション総実行時間に対する子メソッド・SQL参照を含まない当該メソッドの実行時間比

率 
c. 総実行回数 
d. 平均レスポンスタイム 
e. 総実行時間 
f. 総CPU時間 
g. パッケージ、クラス、メソッド名（またはSQL文） 
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クリティカルパスの検索 
「Transaction Explorer」では各トランザクションまたはメソッドをルートとし、クリティカルパスの検

索を行なう事が可能です。この機能により、トランザクション中のボトルネックメソッド・SQLの検出をよ

り効率的に行なう事が可能です。 
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HTMLエクスポート 
「Transaction Explorer」に表示されている情報をHTMLファイルへエクスポートが可能です。 
この機能は他のビューでも提供されています。この機能により、パフォーマンスコンソールがインストー

ルされていないPC上でもトランザクションのパフォーマンス分析が可能です。 
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２－２．Transaction Scope 
「Transaction Scope」では、Agent構成で設定されたトランザクション実行時間を越えるトランザクショ

ンの個別パフォーマンス情報を取得します。 
取得された情報はトランザクション毎にツリーが作成されます。ツリーの総実行時間は、該当トランザク

ションの実行時間になります。それ以外の情報は「Transaction Explorer」と同様です。 
この機能により、効果的に特定トランザクションにおけるボトルネックの特定が可能です。 
各項目は、以下の通りです。 

a. トランザクション ID 
b. 実行Agent名、実行Agent IPアドレス 
c. スレッド名（スレッド ID） 
d. メインクラス名（Servlet名など） 
e. トランザクション開始日時、トランザクション同期開始日時 
f. 所要時間比率（SQL、Socket／外部接続、その他） 
g. 処理継続時間 
h. トランザクション種別 
i. リクエストURL 
j. ユーザーIPアドレス、ユーザー名 
k. Vantage Analyzerが提供するトランザクション取得用タグ使用有無 
l. トランザクションのストール有無 
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２－３．Stalled Transaction 
「Stalled Transaction」ではAgent構成で設定された閾値を越えるトランザクションの個別パフォーマン

ス情報を取得します。 
取得された情報はトランザクション毎にツリーが作成されます。ツリーの総実行時間は該当トランザクシ

ョンの実行時間になります。それ以外の情報は「Transaction Explorer」と同様です。 
この機能に、より著しいレスポンス低下が発生したトランザクションの検出が可能です。 
各項目は、以下の通りです。 

a. スレッド ID、スレッド名 
b. スレッドグループ 
c. 親スレッド 
d. 実行Agent名、実行Agent IPアドレス 
e. Transaction Scope ID 
f. メインクラス名（Servlet名など） 
g. トランザクション開始日時 
h. 設定閾値 
i. 所要時間比率（SQL、Socket／外部接続、その他） 
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２－４．Method HotSpots 
「Method HotSpots」ではクラス・メソッド毎にパフォーマンス情報を表示します。 
この機能により、レスポンスの悪いメソッドやCPU負荷の大きいメソッドの特定が可能です。 
各項目は、以下の通りです。 

a. クラス名、メソッド名 
b. クラス種別 
c. アプリケーション総実行時間に対する当該トランザクション、メソッド、SQLの実行時間比率 
d. アプリケーション総実行時間に対する子メソッド・SQL参照を含まない当該メソッドの実行時間比

率 
e. アプリケーション総CPU時間に対する当該トランザクション、メソッド、SQLのCPU時間比率 
f. アプリケーション総CPU 時間に対する子メソッド・SQL 参照を含まない当該メソッドのCPU 時

間比率 
g. 直近90秒間のトランザクション時間 
h. 直近90秒間の平均レスポンスタイム 
i. 総レスポンスタイムの平均 
j. 最大レスポンスタイム 
k. 総実行回数 
l. Stall回数 
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「Transaction Explorer」への参照 
「Method HotSpots」で選択した任意のメソッドがどのトランザクションで参照されているかを、ポップ

アップメニューから検索する事が可能です。 
 
・ポップアップメニューより「Find in Transaction Explorer」を選択する。 

  
 
 
 
 
・「Transaction Explorer」中の該当行が自動選択される。 

  
 
※この機能は「SQL HotSpots」でも利用可能です。 
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２－５．SQL HotSpots 
「SQL HotSpots」ではSQL文ごとのパフォーマンス情報を表示します。 
この機能によりレスポンスの悪いSQL文の検出やPrepared Statementの使用状況などが確認可能です。 
各項目は、以下の通りです。 

a. SQL文 
b. PreparedStatement使用有無 
c. アプリケーションの総トランザクション時間に対する、SQL文の総処理時間の比率 
d. 直近90秒間の総処理時間 
e. 直近90秒間の平均レスポンスタイム 
f. 総レスポンスタイムの平均 
g. 最大レスポンスタイム 
h. 総呼出回数 
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２－６．Memory HotSpots 
「Memory HotSpots」ではCollection、Http Sessionオブジェクトのアロケーション情報と各オブジェク

トを参照するメソッドをツリー表示します。 
この機能により、Javaヒープ内でのオブジェクトの状況を把握する事が可能です。 
各項目は、以下の通りです。 

a. オブジェクト数 
b. データ型とシステム識別子 
c. 対象オブジェクトを初めて検出した日時 
d. Agent名 
e. 最後に分析された日時 
f. 最後に更新された日時 
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３． レポート 
パフォーマンスコンソールの MReport メニューより、日時（From～To）・Agent・出力項目・出力ファ

イル形式を指定してレポートの作成が可能です。 
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３－１．CPU Statistics 
Agent毎のCPU使用状況が色分けされて出力されます。 
 
（HTML形式出力例） 

 

 
 



 15

３－２．JVM Heap Statistics 
Agent毎のJVMヒープ使用状況が色分けされて出力されます。 
 
（HTML形式出力例） 
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３－３．Top10レポート 
JSP、Servlet、SessionEJB、EntityEJB、SQL毎のTop10がレポート出力されます。 
 
（HTML形式出力例） 

 
 
（Top10のスループット／レスポンスタイムのグラフ） 
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４． まとめ 
    

Vantage Analyzerは、富士通 Interstage において、Interstageの起動設定にシリアルGCに変更する設

定を行う必要がありますが、全ての機能が適切に正常動作し、情報の取得が可能であることを確認しました。

また、Vantage Analyzer導入後も Interstage上で稼働するアプリケーション（φ.-Conductor）が正常に稼

働する事を併せて確認致しました。 
この結果から、起動時の制限はございますが、上記の組み合わせでのご利用に問題はないと判断しました。 
 


